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市議会改選後、初めての定例市議会が、６月２日から24日まで開催されました。その第２日・６月10日の一般質問で、石井みちはる（通春）議員は、学童保育（放課後児童クラブ）の充実のために、市が積極的に取り組むよう求めて、市長と議論を交わしました。


　なったばかりの新人議員とは思えない、落ち着いた質問ぶりと見事な内容に、終わったとたん、傍聴していた大勢の市民から、期せずして大きな拍手が起きました。


























「妻が学童指導員であるのに」「利益誘導だ」


「倫理要綱違反だ」「謝れ」「質問を取り消せ」








《写真は市内の放課後児童クラブの情景》























ところが 倫理委員会が異常な難くせ








＊ 裏面に詳しい解説などを掲載しました。ご覧下さい。




















質問終了後 突然に倫理委員会





　石井議員の質問が終わり、この日の会議閉会直後、予定のなかった市議会倫理委員会が、突然、招集されました。





「謝らなければ登院停止だ」


「辞職勧告だ」などと暴言





　倫理委員会では、「妻が指導員だから利益誘導だ」「違反だ」と石井議員を頭から決めつけ、驚くべき暴言が相次ぎました。「謝れ」、「発言を取り消せ」、「そうしなければ大変なことになる」、「登院停止だ」「辞職勧告だ」などと、６人の委員（いずれも議員）が責め立てました。





およそ１時間　大勢で責め立て


石井議員に「陳謝」させました





　およそ１時間、執拗に責め立てられた石井議員は、ついに受け入れざるを得ない精神状態に追い込まれ、「陳謝」したのです。





「陳謝」と「発言取消」を


本人から申し出た形に





その後、議会事務局室に呼ばれて「発言取消申出書」に記名押印、議長室で池田議長に陳謝。そして、翌日本会議での「陳謝」と「発言取消」を、石井議員が自分から申出た形に仕立てられたのです。











　


指導員が時給８７０円の臨時職員とは


　　　　　　　　　　　前島　富田すみ子





　 初めて市議会を傍聴しました。石井さんの質問は、態度も内容も立派で、誠実さがよく感じ取られました。放課後児童クラブの現状や問題点を具体的な数字や実態を示しての質問で、とても説得力がありました。


その中で、保育の要である指導員が、１時間わずか８７０円、１年契約の社協臨時職員だということには、びっくりしました。

















　大勢の待機児童がいることなど


現状がよく分かった


前島三丁目　宮路末子





　 学童保育に入れない児童が大勢いること、４年生以上を受け入れる所は８校しかないこと、また、夕方６時には終わってしまうなど、父母が安心して働けるには程遠い状況にあることが、よく分かりました。石井さんの質問は、とてもよかった。














